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(1) 平成30年３月１日 第22号

　
現
在
、
国
内
で
７
５
０
万
ｔ
あ
ま
り
の
米
消

費
量
は
毎
年
８
万
ｔ
程
度
ず
つ
減
少
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
主
食
用
米
消
費
量
の
約
３
割
を

外
食
・
中
食
の
需
要
が
占
め
て
お
り
、
今
後
も

堅
調
な
需
要
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
外
食
・
中
食
向
け
の
業
務
用
米

と
し
て
は
、
収
量
が
多
く
価
格
の
安
い
品
種
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
あ

き
だ
わ
ら
」
は
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
や
牛
丼
店
向
け

に
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
す
。

　
業
務
用
米
生
産
に
取
り
組
む
組
織
と
し
て

は
、
平
成
24
年
度
に
発
足
し
た
「
Ｊ
Ａ
き
み
つ

あ
き
だ
わ
ら
研
究
会
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平

成
28
年
度
に
「
Ｊ
Ａ
き
み
つ
業
務
用
水
稲
研
究

会
」に
発
展
改
組
し
ま
し
た
。
君
津
市
・
富
津
市
・

袖
ケ
浦
市
三
市
の
水
稲
生
産
者
が
取
り
組
む
業

務
用
米
生
産
は
、
生
産
者
・
作
付
面
積
と
も
に

増
加
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
22
名
が
約

43
　ha
の
面
積
を
作
付
し
て
い
ま
す
。
業
務
用

米
の
取
組
は
、水
稲
生
産
者
に
は
、既
存
の
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
以
上
の
収
入
が
見
込
む
こ
と
が
で

き
、
収
穫
時
期
が
遅
い
た
め
、
各
品
種
を
組
み

合
わ
せ
て
の
規
模
拡
大
、
作
期
分
散
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
米
卸
売
業
者
と
し
て
は
、
年
間
を
通
じ
て

量
・
質
と
も
に
安
定
し
た
米
の
調
達
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
生
産
者
、
米
卸
売
業
者
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
新
た
な
米
の
生
産
・
流
通
の
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　（
青
木
）

君
津
地
域
で
広
が
る
新
た
な
米
生
産

〜
Ｊ
Ａ
き
み
つ
に
お
け
る
業
務
用
米
の
取
組
〜

生産者・作付面積ともに増加しています生産者・JA・米卸売業者が一丸となって活動

「あきだわら」生産で収入増が見込めます研修会で取組方針を検討
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ば
か
苗
病
が
君
津
地
域
で
も
し
ば
し
ば
発

生
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は

防
げ
て
い
た
の
に
、
発
病
し
、
何
故
？
と
思

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
本
病
は
感
染
力
が
極
め
て
強
く
、
種
子
消

毒
を
基
本
ど
お
り
行
わ
な
い
と
完
全
に
は
防

止
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

一
般
栽
培
で
は
、
育
苗
時
の
対
策
以
外
は
残

念
な
が
ら
今
は
防
止
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
県

内
の
ば
か
苗
病
の
発
生
を
抑
え
込
む
た
め
に

は
、
種
子
消
毒
を
中
心
に
、
以
下
の
と
お
り

こ
の
春
の
育
苗
時
の
取
組
が
重
要
で
す
。

【
種
子
消
毒
時
の
水
温
】

　
消
毒
液
の
水
温
は
10
～
15
℃
で
す
。
極
端

な
低
温
は
効
果
低
下
や
薬
害
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。
水
温
確
保
の
た
め
に
は
①
循
環
式
催

芽
機
を
使
う
②
凍
結
防
止
用
ヒ
ー
タ
ー
を
使

う
③
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
水
槽
周
囲
を
発

砲
ス
チ
ロ
ー
ル
等
で
保
温
し
、
シ
ル
バ
ー
ポ

リ
や
毛
布
等
で
遮
光
す
る
（
過
度
の
昇
温
防

止
）
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
対

策
を
実
施
の
上
、
水
温
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

【
温
湯
消
毒
は
効
果
が
不
安
定
】

　
温
湯
消
毒
は
籾
袋
の
中
心
部
ま
で
規
定
温

度
と
時
間
で
実
施
し
な
け
れ
ば
効
果
は
大
き

　
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か

で
、
君
津
地
域
で
は
、
年
間
20
～
30
名
程

度
が
新
規
に
就
農
し
て
い
ま
す
。
そ
の
構

成
は
、
学
校
卒
業
直
後
の
就
農
（
新
規
学

卒
者
）
は
僅
か
で
、
他
業
種
に
従
事
後
、

離
職
し
実
家
の
農
業
に
従
事
（
離
職
就
農

者
）
や
農
業
法
人
等
に
雇
用
さ
れ
る
形
で

就
農
（
雇
用
就
農
者
）
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
外
か
ら
参
入
（
新
規

参
入
者
）
も
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
左
図
参
照
）。

　
特
に
、
新
規
参
入
者
は
、
農
地
を
始
め

と
し
た
生
産
基
盤
の
確
保
、
生
産
技
術
の

習
得
、
販
路
開
拓
を
同
時
に
進
め
る
必
要

く
低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
消
毒
後
直
ぐ
に

浸
種
し
な
い
場
合
は
、
籾
水
分
15
％
に
乾

燥
さ
せ
８
℃
程
度
で
保
管
し
な
い
と
、
残

存
し
た
菌
が
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
温
湯
消
毒
を
行
う
際
に
は
微
生

物
農
薬
の
エ
コ
ホ
ー
プ
Ｄ
Ｊ
、
ま
た
は
タ

フ
ブ
ロ
ッ
ク
を
併
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
種
子
消
毒
剤
の
選
定
】

　
採
種
ほ
周
辺
の
ほ
場
で
は
、
十
分
な
効

果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
次
の
種
子
消
毒
剤

の
使
用
を
薦
め
ま
す
。
ヘ
ル
シ
ー
ド
Ｔ
フ

ロ
ア
ブ
ル
、
テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
、

モ
ミ
ガ
ー
ド
Ｃ
ド
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ
ル

【
そ
の
他
注
意
ポ
イ
ン
ト
】

　
消
毒
薬
の
量
と
種
籾
の
量
は
規
定
を
守

り
、
消
毒
中
に
、
上
下
の
籾
袋
を
入
れ
替

え
る
な
ど
し
て
効
果
を
安
定
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

【
苗
箱
で
発
病
し
て
い
た
ら
】

　
発
病
に
気
づ
い
た
ら
す
ぐ
に
硬
貨
大
の

範
囲
で
抜
き
取
り
ま
す
。し
か
し
、抜
き
取
っ

て
も
田
植
え
後
１
か
月
経
っ
た
頃
に
本
田

で
発
病
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

育
苗
の
時
点
で
は
感
染
し
て
も
無
症
状
の

苗
が
あ
る
た
め
で
す
。
本
田
で
の
発
病
株

の
発
見
、
抜
き
取
り
も
大
切
で
す
。
近
く

に
採
種
ほ
が
あ
る
方
は
特
段
の
ご
配
慮
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　（
椎
木
）

地
域
農
業
を
支
え
る

　
　

多
様
な
担
い
手

　
　
　
　
　

確
保
の
取
組

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
新
規
学
卒
者
や
離
職
就
農
者
も

技
術
習
得
と
合
わ
せ
、
支
え
と
な
る
仲
間

づ
く
り
な
ど
を
通
し
、
力
強
い
経
営
者
に

育
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
農
業
や
産
地
維
持
の
た

め
に
は
、
定
年
退
職
者
に
担
い
手
と
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
農
業
事
務
所
で
は
、
各
種
制

度
を
活
用
し
、
各
市
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
千
葉
県
農
業
士
・
指
導

農
業
士
の
支
援
を
得
て
、
地
域
農
業
の
担

い
手
確
保
と
育
成
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
】

　
君
津
地
域
で
新
規
に
就
農
し
た
青
年
農

業
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、

年
度
前
半
に
募
集
を
し
、
３
か
年
コ
ー
ス

で
段
階
的
な
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
21
名
が
セ
ミ
ナ
ー
生
と
し
て
、

研
修
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
研
修
は
、
農
業
生
産
や
経
営
に
関
す
る

座
学
も
行
い
ま
す
が
、
先
進
経
営
体
の
視

察
を
主
体
と
し
て
、
そ
の
場
の
質
問
や
意

見
交
換
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
直
に
目

で
視
る
こ
と
、
視
た
上
で
聞
く
こ
と
、
そ

の
上
で
質
問
や
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
、

水
稲
の
ば
か
苗
病
を
防
ご
う

〜
対
策
は
育
苗
時
が
肝
心
〜

新規就農者の構成 (君津地域 )
平成２２～２８年度平均

新規学卒

離職就農新規参入

雇用就農

32％

20％

38％

10％
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セ
ミ
ナ
ー
生
の
技
術
や
経
営
感
覚
の
習
得

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

　
農
業
経
営
を
行
う
上
で
重
要
な
こ
と

は
、
経
営
上
の
課
題
を
計
画
的
に
解
決
し
、

生
産
技
術
の
向
上
や
、
経
営
改
善
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
１

年
目
に
自
家
の
経
営
や
技
術
上
の
課
題
抽

出
を
行
い
、
２
年
目
に
計
画
的
な
解
決
手

法
を
学
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
普

及
職
員
が
セ
ミ
ナ
ー
生
の
在
宅
担
当
と
し

て
、
個
別
に
支
援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
経
営
者
は
、
経
営
計
画
を

た
て
、
努
力
し
て
計
画
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
年
目
に

は
、
経
営
目
標
と
そ
の
実
現
を
図
る
営
農

計
画
を
、
在
宅
担
当
の
普
及
職
員
の
支
援

を
得
て
作
成
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
経
営
を
行
う
上
で
仲
間
が
い

る
こ
と
は
、
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

当
セ
ミ
ナ
ー
の
目
標
の
一
つ
は
仲
間
づ
く

り
で
す
。
青
年
農
業
者
が
、
視
察
研
修
な

ど
で
集
ま
る
こ
と
で
、
仲
間
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
団
体
や

県
内
の
青
年
農
業
者
と
の
交
流
会
も
あ

り
、
広
く
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
場
も
あ

り
ま
す
。

 【
は
つ
ら
つ
農
業
者
講
座
】

　
地
域
農
業
に
と
っ
て
、
定
年
退
職
者
は

重
要
な
担
い
手
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
、

定
年
を
機
に
、
地
域
農
業
に
参
画
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
農
業
生
産
に
必
要
な
技
術

研
修
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
は
富
津
市
天
羽
地
区
で
、

Ｊ
Ａ
き
み
つ
天
羽
園
芸
部
会
や
Ｊ
Ａ
き
み

つ
の
協
力
の
も
と
、
新
た
な
販
売
に
取
組

む
農
業
者
の
育
成
を
目
的
に
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

 【
地
域
農
業
を
知
る
会
】

　
農
業
系
コ
ー
ス
の
あ
る
上
総
・
青
葉
高

校
と
の
連
携
に
よ
り
、
授
業
の
一
環
と
し

て
、
管
内
の
先
進
農
業
経
営
体
の
視
察
を

行
い
、
地
域
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
雇
用
就
農
を

含
め
若
い
農
業
者
の
増
加
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

 【
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
制
度
活
用
】

　
新
規
就
農
者
の
定
着
、
経
営
安
定
の
た

め
に
は
技
術
以
外
に
も
農
地
利
用
や
資
金

面
の
支
援
が
必
要
で
す
。

　
以
下
の
よ
う
な
事
項
で
は
、
市
や
Ｊ
Ａ

等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

○
新
規
に
就
農
し
た
青
年
農
業
者
の
農
地

確
保
の
た
め
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用

○
経
営
目
標
を
設
定
し
、
目
標
実
現
の
た

め
の
計
画
づ
く
り
と
し
て
の
青
年
等
就
農

計
画
作
成
（
認
定
新
規
就
農
者
）

○
経
営
確
立
を
支
援
す
る
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業

○
就
農
に
際
し
、
必
要
な
資
金
を
確
保
す

る
た
め
の
青
年
等
就
農
資
金
　
　（
三
枝
） 先進農家の説明に聞き入る

積極的に質問する受講生

指導農業士等との意見交換

先進経営者から指導を受ける
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平
成
29
年
10
月
24
日
に
、
千
葉

市
内
に
て
平
成
29
年
度
千
葉
県
農

業
士
・
指
導
農
業
士
認
証
式
典
が

行
わ
れ
、
管
内
か
ら
は
農
業
士
４

名
、
指
導
農
業
士
１
名
の
方
々
が

認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　
指
導
農
業
士
は
、
農
業
青
年
の

模
範
と
し
て
、
地
域
の
農
業
後
継

者
を
育
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
農
業
士
は
、
地
域
農
業
の
担
い

手
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
農
業
青

年
の
相
談
相
手
と
な
り
、
共
に
地

域
を
盛
り
上
げ
る
役
割
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
新
規
認
証
者
を
紹
介

し
ま
す
。

　【
指
導
農
業
士
】

☆
齊
藤
　
昇（
さ
い
と
う 

の
ぼ
る
）氏

　
君
津
市
で
、
水
稲
と
共
に
、
い
ん

げ
ん
や
レ
タ
ス
、
に
ら
、
き
ゅ
う
り

な
ど
を
三
世
代
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。

左から鳥海晴彦 氏、齊藤　昇 氏、増戸裕幸 氏、夛田裕一 氏、切替宣充 氏

　
就
農
さ
れ
た
40
歳
程
度
ま
で
の

方
々
を
対
象
に
当
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
お
り
、
現
在
、
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
農
業
技
術

や
農
業
経
営
に
係
る
研
修
や
先
進

的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
農
業
経

営
体
を
視
察
す
る
こ
と
で
、
実
際

の
農
業
生
産
技
術
や
経
営
手
法
、

あ
る
い
は
販
売
に
係
る
様
々
な
事

例
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
業
者
の
仲
間
が
い
る

こ
と
は
、
大
変
大
き
な
支
え
と
な

り
ま
す
。
当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
年
代

が
近
い
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
５
月
上
旬
ま
で
募
集
し
ま
す
の

で
、
関
心
の
あ
る
方
は
改
良
普
及

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（

三
枝
）

　
　
　
　

　
農
産
物
の
加
工
・
販
売
に
よ
る

経
営
の
多
角
化
を
目
指
し
て
い
る

君
津
管
内
４
市
の
農
家
を
対
象
に
、

〝
新
〟
起
業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。

　
研
修
期
間
は
平
成
30
～
31
年
度

の
２
年
間
で
す
。
30
年
度
は
年
間

４
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
７
月
か
ら
実

施
す
る
予
定
で
す
。
加
工
の
基
本

技
術
、
経
営
理
念
と
事
業
計
画
の

考
え
方
、
製
造
工
程
表
の
作
成
、

食
品
衛
生
と
製
造
許
可
、
食
品
に

関
す
る
表
記
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
手
法
等
を
学
び
ま
す
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
加
工
・
販
売

に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
。

そ
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
知
識
や

技
術
を
、
講
義
や
加
工
実
習
を
通

じ
て
、
幅
広
く
勉
強
し
ま
す
。

　
30
年
度
は
10
名
の
受
講
生
を
６

月
末
ま
で
募
集
し
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
改
良
普
及
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　（
加
藤
）

　【
農
業
士
】

☆
鳥
海 

晴
彦（
と
り
う
み 

は
る
ひ
こ
）氏

　
君
津
市
で
、
水
稲
経
営
の
法
人

組
織
を
立
ち
上
げ
、
食
用
米
や
水

稲
用
種
子
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。

☆
増
戸 

裕
幸（
ま
す
ど 

ひ
ろ
ゆ
き
）氏

　
袖
ケ
浦
市
で
、
大
規
模
酪
農
と

肉
用
牛
の
経
営
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
利
用
に
よ
る
コ

ス
ト
低
減
に
熱
心
で
す
。

新
し
い
農
業
士
・
指
導

　
農
業
士
認
証
者
紹
介

☆
夛
田 

裕一（
た
だ 

ゆ
う
い
ち
）氏

　
袖
ケ
浦
市
で
、
水
稲
と
契
約
の

露
地
野
菜
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
稲
の
無
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
は
栽

培
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

☆
切
替 

宣
充（
き
り
か
え 

よ
し
み
つ
）氏

　
袖
ケ
浦
市
で
酪
農
を
営
み
、
家

畜
ふ
ん
堆
肥
の
施
用
に
よ
る
大
規

模
な
飼
料
作
物
栽
培
と
コ
ス
ト
低

減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
宮
木
、田
上
）

農
業
経
営
体
育
成

　
　
セ
ミ
ナ
ー
生
を

　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
！

なしの加工実習風景

〝
新
〞起
業
家
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集
！


